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水道料金の改定について（最終報告）

東大阪市上下水道局

（ 水道総務部水道経営室企画課 ）
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東大阪市の水道事業と経営状況

〔蛇口の上流（水道水が来るまで）〕

大阪広域水道企業団
村野浄水場

〔水道料金の仕組み〕

水道事業は「地方公営企業」として

独立採算で運営され、水道水をお届

けするために必要な経費のほとんど

は、「税金」ではなく、お客さまか

ら支払われる「水道料金」によって

まかなわれています。

東大阪市の水道のほとんどは、淀川から取水して浄水している大阪広域水道
企業団から購入し、東大阪市内の配水場からお客さまにお届けしています。

水源の割合

（下水道使用料は含まれておりません・令和５年度決算をもとに作成）

東大阪市内の水道管の長さ
⇒ 約1,040ｋｍ

（令和５年度決算をもとに作成）

大阪広域水道企業団
庭窪浄水場

水走配水場

※P.９参照



〔問合せ先〕 東大阪市上下水道局 水道経営室企画課
東大阪市若江西新町１丁目６－６
TEL：06-6724-1221 FAX：06-672１-2374

詳しくは
こちらから

Q 東大阪市の現状と課題は？

A

 本市の水道料金は、平成13年に値上げを行って以降、20年以上経営
努力により据え置いてきました。（平成23年に値下げを実施）

 水道施設や水道管の多くは、高度経済成長期に整備され、50年以上
経過した古いものであるため、今後更新需要の増大が見込まれます。

 人口減少により収入が少なくなることに加え、物価や工事費の高騰
等により経費が増え、料金改定を行わなかった場合、令和７年度に
赤字に転じる見込みです。

↑ 黒字
↓ 赤字

料金改定
平成13年
値上げ

料金改定
平成23年
値下げ

実績 見込み

地方公営企業会計制度
の見直しによる影響

Q 料金値上げをして得たお金の使いみちは？

A
 引き続き、古くなった水道施設や水道管の更新を進めます。

 地震に強い水道管へ切り替えるなど、耐震化を進めることで、今後も
水道水の安定供給の確保と災害対策の一層の強化を図ります。

水走配水場の耐震化・設備更新 水道管の更新・耐震化

課題を解決するために
水道料金の値上げに
ついて検討中です

市内の水道管
約1,040㎞のうち
年間約10㎞を
目標に更新

※現在審議中の内容
・料金改定時期 ：令和７年10月
・料金改定率 ：平均約28％
（決定したものではありません）

※（一社）日本ダクタイル鉄管協会 提供

損益

作成：令和６年10月

市内の配水量
の約６割を担う
重要施設の
更新


